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区
長
　
　
　
安
澤
　
邦
彦

　　
新
緑
の
候
、

皆
様
に
は
ご
清

祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
日
の
社
会

情
勢
は
、
先
行
き
不
透
明
で
混
迷
を
き
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
集
落
に
お
き
ま
し

て
は
、
郷
づ
く
り
、
農
村
モ
デ
ル
事
業
、

下
水
道
事
業
、
等
々
に
よ
り
住
環
境
の
整

備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
は
不
肖
私
ご
と
き
が
伝
統
と
歴
史
の

あ
る
下
之
郷
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
い
ま
さ
ら

乍
ら
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
微

力
で
至
り
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　
高
齢
化
と
少
子
化
が
益
々
進
む
二
十
一

世
紀
を
目
の
前
に
し
て
、
よ
り
住
み
よ
く
、

心
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
美
し
い
郷
、
若
い

人
に
も
愛
さ
れ
る
郷
の
明
日
に
向
か
っ
て
、

老
若
男
女
の
区
別
な
く
、
共
に
考
え
、
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
ゆ
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
区
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　　
　
　
農
業
組
合
長
　
松
宮
　
清
太
郎

　
こ
の
た
び
、

平
成
十
年
一

月
十
五
日
四

役
選
挙
で
農

業
組
合
長
を

受
け
る
こ
と

に
な
り
、
重

責
の
重
荷
を
痛
感
し
て
お
る
次
第
で
す
。

何
分
、
若
輩
で
未
熟
者
で
す
が
、
受
け
ま

し
た
限
り
は
一
生
懸
命
努
力
致
す
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
二

十
一
世
紀
に
向
け
て
農
業
行
政
の
改
革
を

進
め
る
と
と
も
に
、
集
落
の
農
業
経
営
の

推
進
を
図
り
、
前
向
き
の
考
え
で
進
め
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
、
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
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就
任
ご
挨
拶

区
長
　
　
　
　
　
安
澤
　
邦
彦

代
理
者
　
　
　
　
阪
東
　
祥
久

　

農
業
組
合
長
　
　
松
宮
　
清
太
郎

副
〃
　
　
　
　
　
川
並
　
康
廣

分
館
長
　
　
　
　
上
野
　
芳
樹

区
評
議
員
　
　
　
辻
　
啓
一
　
　
　
上
野
　
信
男
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
藤
堂
與
三
郎
　
　

辻
　
　
榮
一

　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
竹
利
　
　

古
川
　
耕
資

　
　
　
　
　
　
　
阪
東
佐
智
男
　
　

上
野
　
清
蔵

　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
昭
三
　
　

川
並
　
稔
男
　
　

農
業
組
合
評
議
員

　
　
　
　
　
　
　
辻
　
康
平
　
　
　

松
宮
清
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
信
男
　
　

川
並
　
弘
隆

　
　
　
　
　
　
　
辻
　
榮
一
　
　
　

古
川
　
浩
之

　
　
　
　
　
　
　
辻
　
清
恵
　
　
　

上
野
　
清
蔵

　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
昭
三
　
　

辻
　
啓
一

郷
づ
く
り
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
阪
東
　
祥
久

　
広
報
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
昭
三

　
木
造
緑
化
推
進
部
長
　
　
　
　
　
上
野
　
清
蔵

　
河
川
景
観
推
進
部
長
　
　
　
　
　
阪
東
佐
智
男

　
環
境
美
化
推
進
部
長
　
　
　
　
　
上
野
　
信
男

　
イ
ベ
ン
ト
企
画
推
進
部
長
　
　
　
古
川
　
竹
利

　
花
卉
育
成
推
進
部
長
　
　
　
　
　
辻
　
啓
一

　
歴
史
文
化
掘
り
起
こ
し
部
長
　
　
川
並
　
稔
男
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自
警
団
団
長
　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
昌
敬

消
防
団
代
表
　
　
　
　
　
　
藤
居
　
吉
也

交
通
安
全
会
長
　
　
　
　
　
阪
東
佐
智
男

同
和
教
育
推
進
協
議
会

会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
東
　
祥
久

青
少
年
育
成
指
導
員
　
　
　
西
堀
　
与
一

町
体
育
推
進
委
員
　
　
　
　
上
野
　
清
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
辺
　
功

健
康
推
進
委
員
　
　
　
　
　
古
川
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
並
　
一
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
東
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
久
子

老
人
会
会
長
　
　
　
　
　
　
古
川
　
吉
男

エ
ル
ダ
ー
婦
人
会
支
部
長
　
阪
東
　
文
子

婦
人
会
会
長
　
　
　
　
　
　
辻
　
志
の
ぶ

幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
　
　
　
　
辻
　
啓
司

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
　
　
　
　
上
野
　
清
治

中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長
　
　
　
　
安
澤
　
善
已
　
　

草
の
根
文
庫
推
進
委
員
　
　
川
並
　
智
子

分
館
協
力
員
　
　
　
　
　
　
安
澤
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
武
子

ク
ラ
ブ
会
長
　
　
　
　
　
　
藤
居
　
和
子
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組　　　　　組長　　　　　農業班長　　　体育協力員　

　　　
１組　　　辻　　啓一　　　安澤　道夫　　　上野　正美
２組　　　西堀　　康　　　川並　久男　　　阪東　進

３組　　　西堀　増一　　　西堀　重員　　　西堀　重員
４組　　　柴崎与志郎　　　柴崎与志郎　　　辻　　敏一
５組　　　藤堂與三郎　　　西堀　良三　　　阪東　　力

６組　　　辻　孫太郎　　　安澤　貞次　　　松宮　太一
７組　　　安澤　邦彦　　　阪東又重郎　　　古川九二男

８組　　　阪東　　陽　　　古川　竹利　　　辻　　利郎
９組　　　阪東　静雄　　　阪東　静雄　　　古川　　洋
10組　　　上野　　修　　　阪東松太郎　　　若松　嘉一

11組　　　川並　康廣　　　松宮　俊雄　　　井戸　　勉
12組　　　二階堂正雄　　　阪東　正隆　　　辻　　重博
13組　　　阪東　清治　　　二階堂義一　　　時永　　清

14組　　　二階堂昭三　　　藤居　好美　　　松宮　　等
15組　　　高井　健一　　　松宮　清吾　　　松宮　　清
16組　　　原田　幸夫　　　寺居　　勝　　　西堀　幹男

17組　　　藤居喜三郎　　　阪東　芳和　　　田中　利夫
18組　　　上野　　清　　　上野　安徳　　　上野　　清

各 組 役 員 一 覧字内行事予定表

５月 ９日　火元検査
　 １２日　日赤奉仕団新旧役員会　

　 １７日　桂城神社御田植祭
　　２５日　日赤奉仕団役員会
　　下旬　　農業組合班長会

　　〃　　　農免・公園除草作業
６月　７日　区民球技大会
　　１３日　火元検査

　　中旬　　消火栓防火水槽点検
　　　　　　交通安全ペンキ塗り

　　２８日　公園除草作業
　　　　　　　日赤奉仕団
７月１１日　火元検査

　　１２日　桂城神社納涼祭　　
　　上旬　　農業組合班長会
　　〃　　　稲作現地研究会

　　〃　　　字別懇談会
　　　　　　中学校ＰＴＡ
　　下旬　　農免・公園除草作業

　　〃　　　南池清掃作業



�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������

二
階
堂
宝
蓮
院
址
石
碑
建
つ

　
三
月
十
四
日
、
下
之
郷
郷
づ
く
り
歴
史
文
化

掘
り
起
こ
し
部
会
員
さ
ん
と
役
員
さ
ん
及
び
関
ヶ

原
石
材
Ｋ
Ｋ
の
協
力
に
よ
り
、
桂
城
神
社
東
の

石
原
溝
の
一
角
に
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
石
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
之
郷
の
歴
史
を
探
求
す
る
の
に
最
適
の
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
横
に
は
由
緒

碑
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
月
十
五
日
午
前
八
時
よ
り
、
字
内
水
路
清

掃
作
業
の
前
に
悪
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

川
並
稔
男
部
会
長
よ
り
経
過
も
含
め
て
の
故
事

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
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簡
易
浄
化
装
置
　
増
設

　
河
川
景
観

部
会
で
は
、

一
昨
年
度
に

続
き
、
簡
易

浄
化
装
置
の

製
作
に
取
り

組
ま
れ
ま
し

た
。
装
置
作

り
に
必
要
な

孟
宗
竹
を
日

野
町
の
方
ま

で
伐
採
に
行

き
、
一
月
下
旬
か
ら
組
み
立
て
作
業
一
ヶ
月
余

り
を
か
け
て
、
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
浄
化
装
置
は
金
堂
川
な
ど
に
設
置

さ
れ
、
水
質
浄
化
に
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
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道
標
も
完
成

　
環
境
美
化
部
会
の

取
り
組
み
で
、
農
免

道
路
に
ま
た
一
つ
道

標
が
で
き
ま
し
た
。

運
転
し
て
い
る
車
か

ら
も
よ
く
見
え
る
よ

う
に
と
高
さ
も
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

金
堂
川
の
河
川
改
修

　
身
近
な
水

辺
環
境
再
生

事
業
と
し
て
、

金
堂
川
の
河

川
改
修
工
事

が
一
昨
年
か

ら
始
め
ら
れ
、

昨
年
度
、
残

り
半
分
の
河

川
が
改
修
さ

れ
、
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
桂
城
神
社
の
橋

は
欄
干
風
に
作
ら
れ
、
水
車
も
設
置
さ
れ
、
す
っ

か
り
見
違
え
る
よ
う
な
景
観
に
な
り
ま
し
た
。
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新
し
い
名
所
に
！
　

「
二
階
堂
宝
蓮
院
址
」

の
石
碑
建
立
！

　　
昔
話
に
「
二
階
堂
佛
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
昔
々
、
下
之
郷
に
大
き
な

お
寺
が
あ
り
、
大
そ
う
立
派
な
阿
弥
陀

様
が
祠
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
戦
国
の
世

に
な
っ
て
、
織
田
信
長
が
下
之
郷
城
を

攻
め
落
と
し
た
と
き
、
こ
の
阿
弥
陀
様

を
見
つ
け
て
安
土
城
下
へ
持
っ
て
帰
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
阿

弥
陀
様
は
よ
ほ
ど
下
之
郷
が
恋
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
東
〈
つ

ま
り
下
之
郷
の
方
角
〉
へ
向
き
を
変
え

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
す
が
の
信
長
も
、
困
っ
て

東
向
き
に
お
堂
を
建
て
、
こ
の
佛
様
を
安
置
し
た
の

で
す
。
だ
か
ら
今
で
も
安
土
浄
厳
院
の
本
尊
は
東
を

向
い
て
お
い
で
な
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
二
年
に
浄
厳
院
〈
こ
の
寺
は
安
土
宗
論
＝

信
長
が
浄
土
宗
と
日
蓮
宗
と
を
論
争
さ
せ
、
浄
土
宗
に

勝
た
せ
た
＝
で
有
名
で
す
。
〉
の
解
体
修
理
が
滋
賀
県

教
委
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
本
尊
〈
丈

六
の
阿
弥
陀
如
来
像
〉
の
台
座
柱
に
「
此
尊
像
者
雖
為

二
階
堂
本
尊
従
信
長
殿
様
被
下
候
条
天
正
六
年
戊
寅
歳

浄
厳
院
願
□
□
」
と
の
墨
書
銘
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。

〈
天
正
六
年
は
一
五
七
八
年
で
す
〉

　
つ
ま
り
古
老
の
伝
承
昔
話
は
、
歴
史
の
事
実
で
あ
っ

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
す
。

　
つ
い
で
に
申
し
ま
す
と
、
昨
年
浄
厳
院
の
楼
門
が
解

体
修
理
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
門
は
、
浄
厳
院
の
前

身
で
あ
る
佐
々
木
慈
恩
寺
の
唯
一
の
遺
構
で
あ
り
、
甲

良
宗
広
（
日
光
東
照
宮
造
替
で
有
名
）
の
祖
父
光
広
の

作
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
二
階
堂
宝
蓮
院
址
の
碑
文
に

は
、
次
の
よ
う
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
此
付
近
二
階
堂
宝
蓮
院
址
　
奈
良

西
大
寺
本
坊
二
聖
院
の
末
寺
帳
〈
明
徳

二
年
＝
〈
一
三
九
一
〉
九
月
〉
に
よ
る

と
、
西
大
寺
の
近
江
八
末
寺
の
筆
頭
が

二
階
堂
宝
蓮
院
、
次
が
佐
々
木
慈
恩
寺

と
あ
る
。
宝
蓮
院
は
、
二
階
堂
氏
の
菩

提
寺
、
慈
恩
寺
は
、
佐
々
木
氏
の
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、

何
れ
も
信
長
に
よ
り
廃
さ
れ
た
。
し
か
し
、
信
長
は
、

安
土
城
築
城
に
伴
い
慈
恩
寺
跡
に
、
浄
厳
院
を
建
て
、

宝
蓮
院
の
丈
六
の
阿
弥
陀
如
来
〈
い
わ
ゆ
る
二
階
堂
仏
〉

を
も
っ
て
本
尊
と
し
た
。
　
二
階
堂
氏
は
、
藤
原
南
家

の
流
れ
を
及
む
豪
族
で
、
貞
藤
〈
道
薀
〉
は
、
鎌
倉
幕

府
最
後
の
政
所
執
事
で
あ
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
誓
書
の

繙
読
を
止
め
る
よ
う
北
条
高
時
を
諫
め
た
幕
府
随
一
の

賢
将
と
い
わ
れ
、
建
武
の
親
政
に
も
活
躍
し
た
が
讒
言

に
よ
り
、
こ
こ
下
之
郷
屋
敷
に
蟄
居
、
や
が
て
、
京
都

六
条
河
原
の
露
と
消
え
た
〈
建
武
元
年
＝
〈
一
三
三
四
〉
〉

武
将
で
あ
る
。

　
若
干
補
足
し
ま
す
と
、
天
下
を
取
っ
た
信
長
は
、
安

土
山
に
五
層
七
重
の
豪
壮
華
麗
な
天
主
を
持
っ
た
巨
大

な
城
を
築
き
、
豊
浦
、
常
楽
寺
の
二
つ
の
港
を
ひ
ら
き
、

城
下
町
は
い
わ
ゆ
る
楽
市
楽
座
と
し
て
、
商
業
活
動
を

促
進
し
、
一
方
近
江
の
国
司
佐
々
木
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ

た
慈
恩
寺
を
廃
し
て
、
浄
厳
院
を
建
て
、
金
勝
〈
現
栗

東
町
〉
か
ら
住
職
を
呼
び
寄
せ
、
二
階
堂
の
丈
六
の
阿

弥
陀
如
来
を
も
っ
て
本
尊
と
し
、
織
田
家
の
菩
提
寺
と

す
る
べ
く
計
画
し
た
の
で
し
た
。
信
長

は
志
な
か
ば
で
仆
れ
、
城
は
石
垣
を
残

す
の
み
と
な
り
、
安
土
の
町
は
、
も
と

の
静
か
な
佇
ま
い
に
も
ど
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
一
方
、
奈
良
西
大
寺
の
近
江
に
筆
頭

の
末
寺
で
あ
っ
た
と
記
録
に
あ
る
下
之

郷
二
階
堂
宝
蓮
院
と
は
、
ど
の
よ
う
な

寺
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
豪
族
で
あ
っ
た
二
階
堂
氏
の
菩
提

寺
で
あ
り
、
立
派
な
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
所
も
規
模
も
全
く
特
定
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
近
き
将
来
必
ず
や
解
明

さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
〈
川
並
稔
男
記
〉
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広
報
発
刊
四
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
マ

ン
ネ
リ
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
区
民
の
皆
様

の
声
を
生
か
し
て
、
一
層
愛
さ
れ
る
広
報

作
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ス
・
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
か
い

て
あ
っ
て
よ
み
や
す
い
で
す
。
「
下

之
郷
の
人
口
の
う
つ
り
か
わ
り
」
な

ど
の
せ
れ
ば
お
も
し
ろ
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宿
谷
紗
華
さ
ん
）

■
長
寿
祭
や
一
年
生
は
出
て
い
ま
す

が
、
出
生
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
（
阪
東
佳
彦
さ
ん
）

■
下
之
郷
農
業
経
営
の
成
り
行
き
も
紹
介
し
て

ほ
し
い
。
下
水
道
の
進
捗
状
況
も
記
載
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
（
松
宮
清
太
郎
さ
ん
）

■
ま
た
お
も
し
ろ
い
ク
イ
ズ
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
（
上
野
恵
利
加
さ
ん
）

■
前
号
の
表
紙
の
若
い
お
二
人
何
を
お
祈
り
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
。
カ
メ
ラ
マ
ン
も
な

か
な
か
の
腕
前
で
す
ね
。
（
藤
居
佳
次
郎
さ
ん
）
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懐懐懐懐 かかかか しししし のののの 風風風風 景景景景

　つい最近まで秋の田んぼに必ずあった「はさ」。
昔は、こうしてはさにかけて乾かし様々に活用されたわら
でしたが、今ではコンバインで切り刻んでしまい、はさが
けしてあるわらを見ることもほとんどなくなりました。
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年
頭
に
神
楽
の
笛
の
き
こ
え
く
る
豊
年
と
い
う
明
る
さ
も
ち
て
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
た
つ
の

置
屋
根
に
鳩
の
く
ぐ
も
り
鳴
く
を
聞
く
わ
れ
の
病
を
な
げ
き
し
亡
母
（
は
は
）
よ
上
野
　
二
沙
繪

一
周
忌
の
夫
の
遺
影
向
か
い
合
い
小
言
言
い
た
く
と
も
最
早
届
か
ず
　
　
　
　
　
上
野
　
文
子

芦
原
の
宿
よ
り
眺
む
る
冬
の
空
行
く
鶴
の
一
羽
弓
矢
の
如
し
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
り
え

叱
ら
れ
て
す
ね
た
る
孫
の
な
み
だ
ぐ
み
走
り
去
る
肩
波
打
ち
て
お
り
　
　
　
　
　
川
並
　
克
子
　
　
　

毎
年
の
楽
し
み
に
見
る
長
浜
の
盆
梅
展
の
香
り
ほ
の
ぼ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
並
　
千
町

三
世
代
揃
い
て
講
の
宿
元
を
つ
と
め
て
今
年
も
家
内
安
泰
な
ら
ん
　
　
　
　
　
　
川
並
　
み
よ
子

米
寿
な
る
祝
い
を
受
け
る
お
じ
い
さ
ん
嫁
子
に
う
れ
し
涙
流
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
古
川
　
ふ
さ

寒
中
の
夜
霧
の
中
を
歩
み
行
け
ば
一
灯
の
あ
か
り
幻
想
の
如
し
　
　
　
　
　
　
　
堀
川
　
文
江

母
姉
に
応
援
さ
れ
し
清
水
選
手
小
柄
な
胸
に
金
メ
ダ
ル
輝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
居
　
和
子
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